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」
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８
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８
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全
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賛

成
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決
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今
回
の
表
紙
は

今
回
の
表
紙
は
　

軽
米
町
民
劇
「
一
月
の
ほ
た
る
」

軽
米
町
民
劇
「
一
月
の
ほ
た
る
」

　
1
2
月
８
日
に
宇
漢
米
館
で
軽
米
町
民

1
2
月
８
日
に
宇
漢
米
館
で
軽
米
町
民

劇
「
一
月
の
ほ
た
る
」
が
上
演
さ
れ
ま
し

劇
「
一
月
の
ほ
た
る
」
が
上
演
さ
れ
ま
し

た
。

た
。

　
総
勢
約
1
0
0
名
が
協
力
し
2
時
間
半

　
総
勢
約
1
0
0
名
が
協
力
し
2
時
間
半

の
舞
台
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

の
舞
台
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
当
日
は
満
席
と
な
り
会
場
は
大
い
に
盛

　
当
日
は
満
席
と
な
り
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

り
上
が
り
ま
し
た
。

令和令和77
年年11 月月2929

日発行
日発行

№№ 224040　
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一般会計補正予算など全議案 18件
を全員賛成で可決

戸
籍
証
明
の
交
付

住
民
票
の
写
し
の
交
付

戸
籍
の
附
票
の
交
付

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

税
証
明
の
交
付

＜郵便局で可能な主な手続き＞＜郵便局で可能な主な手続き＞

12 月定例会
採決結果▼

12 月定例会の Point

　

12
月
定
例
会
（
第
12
回
定
例
会
）
が
12
月
2
日
か

ら
11
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
７
件
、
出
張
所
設
置
条
例
の
廃
止
の
ほ

か
、
提
案
さ
れ
た
議
案
18
件
す
べ
て
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
提
出
さ
れ
た
出
張
所
設
置
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
と
特
別
委
員
会
に
て
話
題
と
な
っ
た
繁
殖
・
肥

育
・
酪
農
農
家
な
ど
へ
の
支
援
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ま
す
。

　

提
案
さ
れ
た
議
案
の
内
容
は
13
ペ
ー
ジ
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

出
張
所
の
廃
止
と

　

郵
便
局
へ
業
務
を
委
託

　

小
軽
米
出
張
所
及
び
、

晴
山
出
張
所
の
廃
止
に
伴

い
、
令
和
７
年
６
月
か
ら

取
扱
業
務
の
一
部
に
つ
い

て
、
小
軽
米
郵
便
局
、
晴

山
郵
便
局
へ
の
委
託
を
行

い
ま
す
。

　

小軽米出張所小軽米出張所

　

他
市
町
村
で
も
郵
便
局

へ
の
業
務
委
託
・
連
携
は

始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
多

く
が
、
郵
便
局
な
ら
で
は

の
連
携
メ
リ
ッ
ト
や
、
取

り
組
み
な
ど
を
生
か
し
た

も
の
で
す
。

　

今
回
、
軽
米
町
で
は
各

出
張
所
で
行
っ
て
い
た
一

部
業
務
を
委
託
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

現
在
出
張
所
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
建
物
は
公
民

館
・
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
も
兼
ね
備

え
て
お
り
、
し
ば
ら
く
は

役
場
が
管
理
す
る
こ
と
に

は
な
り
ま
す
が
、
今
後
は

地
域
へ
の
指
定
管
理
も
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。

晴山出張所晴山出張所

令
和
7
年
6
月
1
日
開
始

予
定



3 かるまい議会だより〔令和６年１２月定例会号〕

 　 　　　 　 　　　補正予算の概要補正予算の概要次は👈👈

ぎかいの視点
昭和 30 年以来の投票区再編

黒毛和種の品評会黒毛和種の品評会

　

昨
今
の
畜
産
業
に
必
要

な
飼
料
が
高
騰
す
る
中
、

繁
殖
農
家
で
は
子
牛
価
格

の
低
下
、
肥
育
農
家
で
は

肥
育
牛
の
枝
肉
販
売
価
格

の
低
下
、
酪
農
家
で
は
出

荷
す
る
ス
モ
ー
ル
価
格
の

低
下
に
よ
り
、
各
種
畜
産

農
家
が
益
々
厳
し
い
情
勢

繁
殖
・
肥
育
・
酪
農

農
家
へ
の
支
援

　

昭
和
30
年
以
来
、
再
編

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
24
投

票
区
が
12
に
減
少
と
な
っ

て
、
初
の
衆
・
参
議
院
同

日
選
挙
が
10
月
に
行
わ
れ

た
。
投
票
率
は
５
％
減
と

な
っ
た
も
の
の
再
編
の
影

響
と
は
思
わ
れ
な
い
。
経

費
減
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
の

総
括
で
は
、
当
日
の
投
票

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

為
、
緊
急
対
策
支
援
と
し

て
補
助
金
を
交
付
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
各
農
家
の
生

産
意
欲
を
高
め
る
と
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
に
、
生
産
基
盤
の
維

持
・
強
化
を
進
め
て
い
き

た
い
。

ホルスタイン種ホルスタイン種

　

軽
米
町
議
会
を
代
表
し

て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
は
4
年
間
の
任
期

の
折
り
返
し
の
年
を
迎
え

ま
す
。
各
委
員
会
の
構
成

も
改
ま
り
町
民
福
祉
の
向

上
に
つ
な
が
る
新
た
な
課

題
解
決
に
向
け
て
、
議
会

一
同
、
軽
米
町
の
発
展
の

た
め
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

昨
今
の
全
国
的
な
定

数
、
報
酬
の
見
直
し
や
、

議
会
で
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

議
会
の
あ
り
方
な
ど
の
議

論
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
議
会
の
総
意
で
町

長
へ
施
策
提
言
を
12
月
定

例
会
に
て
7
項
目
行
い
ま

折
り
返
し
の
年
に

議
長　

松
浦
満
雄

し
た
。

　

今
後
と
も
町
民
の
声
が

反
映
さ
れ
、
議
会
の
総
意

と
し
て
の
議
会
運
営
に
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民

の
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
、
輝
か
し
い
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

が
減
少
し
期
日
前
投
票
が

増
加
。
投
票
率
は
か
る
ま

い
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
が

56
％
。
年
代
別
投
票
者
数

は
70
代
、60
代
が
高
い
が
、

20
～
40
代
が
低
い
。
若
年

層
の
投
票
率
向
上
と
政
治

へ
の
無
関
心
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
町
と
議
会
が

協
力
し
課
題
解
決
に
向
け

た
行
動
が
必
要
な
時
期
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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一般会計予算を総額 9,660 万円増額

～人口減少・少子化対策調査特別委員会～

１．婚姻届出の際に、役場内に記念撮影コーナーを設置し、町全体でお二人の門出をお祝いする場づくり１．婚姻届出の際に、役場内に記念撮影コーナーを設置し、町全体でお二人の門出をお祝いする場づくり
　　に努めること。　　に努めること。
２．児童クラブの長期休業（夏期、冬期、春期）における小軽米、晴山地区の送迎タクシーを実施すること。２．児童クラブの長期休業（夏期、冬期、春期）における小軽米、晴山地区の送迎タクシーを実施すること。
３．小中学校のスクールバス運行に関し、毎年度、当該保護者との意見交換の場を設け、実態に合ったス３．小中学校のスクールバス運行に関し、毎年度、当該保護者との意見交換の場を設け、実態に合ったス
　　クールバス運行に努めること。　　クールバス運行に努めること。
４．閉校校舎や遊休施設等の活用を図り、雨天や冬季間など天候に左右されない屋内型遊び場の整備を検４．閉校校舎や遊休施設等の活用を図り、雨天や冬季間など天候に左右されない屋内型遊び場の整備を検
　　討すること。　　討すること。
５．県立軽米高等学校の生徒の制服が変更となる。町として、軽米高校の生徒確保の観点からも、制服購５．県立軽米高等学校の生徒の制服が変更となる。町として、軽米高校の生徒確保の観点からも、制服購
　　入の補助を積極的に進め、生徒募集へつながる情報発信を早めに行うこと。　　入の補助を積極的に進め、生徒募集へつながる情報発信を早めに行うこと。
６．東北の拠点都市である宮城県仙台市周辺在住の軽米町出身者による（仮称）在仙軽米会の創設に努め、６．東北の拠点都市である宮城県仙台市周辺在住の軽米町出身者による（仮称）在仙軽米会の創設に努め、
　　都市交流や移住対策等の活性化を図ること。　　都市交流や移住対策等の活性化を図ること。
７．ＤＸ推進を積極的に進め、特に若い人達のニーズに合わせた情報発信に努め、町の施策等の町民理解７．ＤＸ推進を積極的に進め、特に若い人達のニーズに合わせた情報発信に努め、町の施策等の町民理解
　　の拡大を図ること。　　の拡大を図ること。

万円945
福祉灯油等給付金

　福祉灯油等給付金を1月以降実施するための経費
として。

社会福祉総務費

　　福祉灯油の対象世帯数と条件は。　　福祉灯油の対象世帯数と条件は。

　　　　対象世帯数は 1,086 世帯の見込み。対象対象世帯数は 1,086 世帯の見込み。対象
となるのは生活保護の対象世帯、住民税非課税となるのは生活保護の対象世帯、住民税非課税
世帯のうち、高齢者世帯、障がい者世帯、ひと世帯のうち、高齢者世帯、障がい者世帯、ひと
り親世帯となる。り親世帯となる。

　青少年ホームの解体で発生する廃棄物の処理費用
が予定より多くなったため増とする。

　　廃棄物の処理費用が増となった理由は。　　廃棄物の処理費用が増となった理由は。問

　　壁材が木造だった場合の金額で算出してお　　壁材が木造だった場合の金額で算出してお
り、詳細調査により実際は木造の壁に防火のたり、詳細調査により実際は木造の壁に防火のた
めのモルタルが塗っていたことで、廃棄物の処めのモルタルが塗っていたことで、廃棄物の処
理区分が変わり処理費用が増となった。理区分が変わり処理費用が増となった。

答

青少年ホームの解体撤去工事費用

万円1,090社会教育総務費

補正予算補正予算

問

答

軽米高校の新制服軽米高校の新制服屋内型遊び場（長野市・ながノビ！）屋内型遊び場（長野市・ながノビ！）

令和 7年度事業並びに予算計上を強く要望
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第 12 回定例会第 12 回定例会

一般質問
　７人が登壇７人が登壇

・葉たばこ農家に対する東電の賠償遅延問題

西西
にしだてにしだて

舘舘　徳徳
とくまつとくまつ

松松
（７ページ）（７ページ）

・町の農業問題

・宇漢米館の今後のイベント
・子育て支援センターについて

・公衆浴場・銭湯の整備
・子育て支援策の財源と町民理解
・町のスポーツ推進

田田
た な かた な か

中中　祐祐
ゆうすけゆうすけ

典典
（６ページ）（６ページ）

茶茶
ち ゃ やち ゃ や

屋屋　隆隆
たかしたかし

（11ページ）（11ページ）

・地域おこし協力隊の活動

掲載されている質問・回答は要約されています。全文は町議会ホームページにて公開し
ておりますので、ご覧ください。

　町議会ＨＰ
　QRコード▼

田田
た む らた む ら

村村　せつ　せつ
（９ページ）（９ページ）

一般質問とは一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます・質問者の順番は通告した順番で行われます
・時間の制限は 60 分です・時間の制限は 60 分です

・小中学校のエアコン設置状況
・新設課の政策推進課について

中中
なかむらなかむら

村村　正正
ま さ しま さ し

志志
（10ページ）（10ページ）

上上
かみやまかみやま

山山　誠誠
まことまこと

（８ページ）（８ページ）

・小規模農家への営農継続支援
・パートナーシップ制度の導入を
・小中学校の女子トイレに生理用品を

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　静静
し ず こし ず こ

子子
（12ページ）（12ページ）



6かるまい議会だより　№ 240　2025.1.29 発行

一般質問

田田
たなかた な か

中中　祐祐
ゆうすけゆうすけ

典典

問問小中学校のエアコン設置状況

調査して事業化の検討を進めてきた

近年の気候に合わせた対応を

町長町長

【
問
】
町
立
小
学
校
・
中
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ
い
て
。

【
町
長
】
近
年
は
異
常
気

象
に
よ
る
猛
暑
が
頻
発
し

て
お
り
、
町
内
小
中
学
校

に
お
け
る
夏
場
の
暑
さ
対

策
は
、
児
童
生
徒
の
健
康

面
か
ら
も
重
要
課
題
で
あ

り
、
ご
指
摘
の
通
り
、
学

習
環
境
の
確
保
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
町
内
小
中
学
校

の
普
通
教
室
に
は
、
す
べ

て
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
音
楽
室
な
ど

の
特
別
教
室
に
つ
い
て

は
、
設
置
に
至
っ
て
お
ら

ず
、
夏
季
に
お
け
る
学
習

環
境
改
善
や
、
健
康
面
の

配
慮
な
ど
、
更
な
る
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
は
、
軽

米
中
学
校
か
ら
要
望
さ
れ

て
い
る
。
各
小
中
学
校
の

現
状
を
把
握
し
、
よ
り
よ

い
教
育
環
境
の
実
現
に
向

け
て
検
討
す
る
。

宇漢米館オープニングイベント宇漢米館オープニングイベント

︻
問
︼
新
設
課
の
政
策

推
進
課
に
つ
い
て
。

︻
町
長
︼　

政
策
推
進
課
の

新
設
を
は
じ
め
と
す
る
、

組
織
の
機
構
改
革
に
つ
い

て
は
、
本
年
４
月
か
ら
移

行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

背
景
と
し
て
、
近
年
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
や
、経
済
対
策・

物
価
高
騰
対
策
、
少
子
高

齢
化
な
ど
国
の
施
策
に
関

係
し
た
事
業
や
、
町
の
諸

課
題
に
も
対
応
し
た
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
職
員
の
年
齢
構
成
の

偏
り
と
、
定
年
延
長
・
役

職
定
年
等
の
雇
用
環
境
の

変
化
に
対
応
し
た
、
組
織

体
制
の
見
直
し
と
い
っ
た

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

組
織
の
枠
組
み
の
見
直
し

で
、
業
務
効
率
化
と
新
事

業
へ
の
対
応
、
職
員
間
の

連
携
促
進
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
強
化
を
目
指
す
。

　
政
策
推
進
課
に
は
、
総

合
計
画
及
び
総
合
戦
略
、

行
政
改
革
、
広
聴
広
報
、

統
計
調
査
に
、企
業
誘
致
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
を
加
え
た
政
策
企
画
担

当
と
、
移
住
定
住
、
空
き

家
対
策
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
所
管
す
る
移
住
交

流
担
当
の
２
つ
の
係
を
設

け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
で
も
、
全
庁
を
挙
げ
て

取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題

に
つ
い
て
は
、
各
課
横
断

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に

位
置
づ
け
、
所
管
課
の
み

な
ら
ず
各
課
係
長
に
政
策

推
進
課
も
入
り
、
情
報
共

有
と
意
見
の
集
約
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
政
策
推

進
課
の
業
務
内
容
が
、
所

管
す
る
事
務
事
業
に
加
え

て
、
全
庁
的
な
課
題
解
決

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、

そ
の
役
割
は
広
く
、
多
岐

に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
業
務

の
効
率
化
に
努
め
る
と
と

も
に
、
施
策
の
優
先
順
位

を
考
え
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
施
策
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
町
の
重
要
施
策
は

各
課
横
断
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
位
置
付
け
、
政
策
推

進
課
が
企
画
立
案
に
関
与

し
、
事
業
担
当
課
と
と
も

に
施
策
の
方
向
性
を
検

討
、
実
行
に
移
し
た
い
。

様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問問答答答
町
長
町
長

政
策
推
進
課
の
状
況
は

各課横断で町の課題に対応
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西西
にしだてにしだて

舘舘　徳徳
とくまつとくまつ

松松

問問東電からの賠償の現状は

２年度の請求・審査が行われている

葉たばこ農家への負担軽減

町長町長

【
問
】
葉
た
ば
こ
農
家
へ
の
東
電

か
ら
の
賠
償
遅
延
に
つ
い
て
。

【
町
長
】　
東
電
に
よ
る
賠

償
に
つ
い
て
は
、
た
ば
こ

耕
作
組
合
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
詳
細
は
岩
手
県

た
ば
こ
耕
作
組
合
か
ら
の

聞
き
取
り
に
よ
る
も
の
。

　
以
前
は
落
ち
葉
で
、
腐

葉
土
を
作
っ
て
い
た
が
、

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
り
、
県

内
で
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
測

定
が
行
わ
れ
、
山
に
あ
る

落
ち
葉
か
ら
基
準
値
を
大

き
く
超
え
る
数
値
が
検
出

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
平

成
24
年
以
降
、
落
ち
葉
の

採
取
が
禁
止
さ
れ
、
代
替

資
材
の
培
土
を
使
う
こ
と

と
な
り
、
東
電
が
、
購
入

費
用
を
賠
償
す
る
事
と

な
っ
て
い
た
。

　
全
国
た
ば
こ
耕
作
組
合

中
央
会
が
窓
口
と
な
り
、

請
求
し
て
い
る
。
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
27
年
度

は
、
滞
り
な
く
支
払
わ
れ

て
い
た
が
、
平
成
28
年
度

は
東
電
側
の
審
査
基
準
の

大
幅
見
直
し
が
行
わ
れ
た

た
め
、
損
害
賠
償
の
支
払

い
が
請
求
し
た
年
度
か
ら

２
年
か
ら
３
年
遅
延
す
る

こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
令

和
元
年
度
の
請
求
ま
で

は
、
支
払
い
を
完
了
し
て

い
る
状
況
。

　
令
和
２
年
の
請
求
に
つ

い
て
は
、
東
電
側
と
全
国

た
ば
こ
耕
作
組
合
中
央
会

の
意
見
の
食
い
違
い
か

ら
、
東
電
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
難
し
く
、
難
航
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
令
和
２
年
分
が
終
了
次

第
、
翌
年
度
の
請
求
審
査

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
岩
手
県
葉
た
ば

こ
振
興
市
町
村
協
議
会
の

会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い

る
た
め
、
支
払
い
が
履
行

さ
れ
る
よ
う
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

価格高騰している培土価格高騰している培土

葉たばこ葉たばこ

【
問
】
培
土
が
価
格
高
騰
に
よ
る
葉

た
ば
こ
農
家
の
負
担
に
つ
い
て
。

【
町
長
】　
近
年
、
培
土
の

購
入
単
価
は
前
年
度
対
比

で
１
０
７
％
ほ
ど
と
な
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
い

ま
な
お
厳
し
い
状
況
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
町

と
し
て
は
、土
壌
消
毒
剤
、

堆
肥
、
生
分
解
性
マ
ル
チ

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
環
境
負
荷

低
減
推
進
を
図
る
た
め
に

も
引
き
続
き
支
援
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
培
土
の
購
入
は
単

価
高
騰
に
よ
り
葉
た
ば
こ

農
家
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て

い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
培
土

の
負
担
に
つ
い
て
は
、
葉

た
ば
こ
に
限
ら
ず
、
他
品

目
に
お
い
て
も
培
土
は
使

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

総
合
的
、
且
つ
慎
重
に
判

断
し
、
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

培土価格の高騰による農家の負担増

他
品
目
で
も
高
騰
し
て
い
る
た
め

慎
重
に
検
討
す
る

問問答答答
町
長
町
長

農
業
資
材
の
高
騰
に
対
す
る
支
援
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上上
かみやまかみやま

山山　誠誠
まことまこと

問問飼料用米の作付減少対策は

バランスを見ながら支援も視野に検討

町の農業問題

町長町長

【
問
】
飼
料
用
米
の
作
付
減
少
に
対

す
る
町
と
し
て
の
取
り
組
み
。

【
町
長
】
今
年
の
主
食
用

米
の
米
価
高
騰
に
よ
り
、

来
年
産
の
主
食
用
米
と
飼

料
用
米
の
作
付
け
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
飼
料
用
米
の

大
幅
減
が
懸
念
さ
れ
る
。

継
続
し
た
飼
料
用
米
生
産

に
取
組
む
に
は
、
買
い
手

と
な
る
実
需
者
へ
の
安
定

供
給
が
前
提
で
あ
り
、
仮

に
安
定
供
給
で
き
な
い
と

す
れ
ば
、
消
費
す
る
実
需

者
は
新
た
な
調
達
先
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
信

用
を
失
墜
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。

　
米
価
が
高
騰
し
た
主
食

用
米
に
つ
い
て
は
、
自
主

流
通
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

に
よ
り
米
価
が
決
ま
る
こ

と
か
ら
、
稲
作
に
つ
い
て

中
長
期
的
な
見
通
し
を
持

ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
認
定
方

針
作
成
者
で
あ
る
集
出
荷

業
者
の
方
々
に
は
需
給
バ

ラ
ン
ス
を
十
分
考
慮
し
た

上
で
生
産
目
標
を
樹
立
し

て
頂
き
、
主
食
用
米
及
び

飼
料
用
米
生
産
の
円
滑
な

推
進
に
寄
与
し
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
飼
料
用

米
が
転
作
作
物
の
柱
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
た
う

え
で
支
援
の
方
向
も
視
野

に
入
れ
検
討
す
る
。

農業従事者への支援

資
材
価
格
高
騰
等
対
策
支
援
を
実
施

問問答答答
町
長
町
長

物
価
高
騰
に
よ
る
影
響
は

主食用米の水田主食用米の水田

【
問
】
農
業
従
事
者
の
厳
し
い

状
況
に
対
す
る
町
の
認
識
は

【
町
長
】
畜
産
業
に
必
要

な
飼
料
価
格
の
高
止
ま

り
、
繁
殖
農
家
が
出
荷
す

る
子
牛
価
格
の
低
下
、
酪

農
家
が
出
荷
す
る
ス
モ
ー

ル
価
格
の
低
下
、
肥
育
農

家
に
お
い
て
は
著
し
い
販

売
枝
肉
価
格
の
低
下
な

ど
、
畜
産
農
家
の
経
営
は

厳
し
い
情
勢
と
な
っ
て
い

る
。

　
畑
作
農
家
に
係
る
肥
料

高
騰
に
つ
い
て
は
、
一
番

高
騰
し
た
令
和
５
年
度
に

比
べ
て
今
年
度
は
２
〜
３

割
程
度
価
格
が
下
が
っ
て

い
る
。
し
か
し
今
以
上
に

高
騰
す
る
可
能
性
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
支
援
策
に
つ

い
て
は
検
討
を
続
け
る
。

電
気
料
金
、
燃
料
費
、
そ

の
他
資
材
、
輸
送
費
の
高

騰
に
つ
い
て
は
令
和
元
年

度
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
流

行
や
令
和
４
年
２
月
の
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
等
、
世
界
的
な
情
勢

変
化
に
よ
っ
て
発
生
し
た

原
材
料
価
格
の
高
騰
や
円

安
等
の
影
響
を
受
け
、
電

気
・
燃
料
・
資
材
等
の
価

格
の
高
止
ま
り
が
続
い
て

い
る
。

　
町
で
は
農
業
経
営
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
令
和
４
年
度
に
農
業

収
入
の
う
ち
販
売
金
額
が

あ
る
個
人
、
法
人
に
対
し

て
農
業
資
材
価
格
高
騰
等

対
策
支
援
を
実
施
し
た
。

　
今
後
も
農
産
物
の
消
費

拡
大
等
の
支
援
や
電
気
・

燃
料
・
資
材
等
の
価
格
高

騰
対
策
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
検
討
す
る
。
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田田
たむらた む ら

村村　せつ　せつ

問問今後のイベント開催は

補助事業を活用するなどを総合的に検討

宇漢米館でのこれからの事業

町長町長

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
学
校

生
活
へ
の
復
帰
が
目
的

問問
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
学
校

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
は
学
校

生
活
へ
の
復
帰
が
目
的

生
活
へ
の
復
帰
が
目
的

教
育
長

教
育
長
不
登
校
の
子
へ
の
支
援

【
問
】
宇
漢
米
館
の
イ
ベ
ン
ト
の

入
場
料
と
今
後
の
検
討
課
題
。

【
町
長
】　
昨
年
12
月
に
開

館
し
た
か
る
ま
い
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
「
宇
漢
米

館
」
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
町
民
の
方
に
来
館
い
た

だ
く
よ
う
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
イ
ヤ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
た
も
の
と
考
え
る
。

　
来
年
度
以
降
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
は
、
低
廉
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

を
基
本
と
し
な
が
ら
、
活

用
で
き
る
補
助
事
業
が
な

い
か
な
ど
総
合
的
に
検
討

し
て
い
く
。

いまるカフェいまるカフェ

【
問
】
今
後
の
「
い
ま
る
カ

フ
ェ
」
の
運
営
に
つ
い
て

【
町
長
】　「
い
ま
る
カ

フ
ェ
」
に
つ
い
て
は
、
宇

漢
米
館
の
賑
わ
い
創
出
に

向
け
て
、
本
年
６
月
１
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現
在

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

方
々
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
し
て
い
る
。
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
活
動
期
間

が
本
年
度
末
ま
で
と
な
っ

て
い
る
が
、
隊
員
の
方
々

の
意
見
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

　
町
と
し
て
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
動
は
経
験

や
能
力
を
生
か
し
、
カ

フ
ェ
の
運
営
の
み
な
ら

ず
、
新
商
品
開
発
・
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど

様
々
な
分
野
で
賑
わ
い
創

出
に
貢
献
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
町
に
定

住
し
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

し
て
い
け
る
よ
う
勧
め
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

【
問
】
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
利
用
状
況
は
。

【
教
育
長
】　
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
不
登
校
状
態

が
続
い
て
い
る
児
童
生
徒

の
集
団
生
活
へ
の
適
応
、

情
緒
の
安
定
な
ど
、
様
々

な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
自
立
を
促
す
と
と
も

に
、
学
校
生
活
へ
の
復
帰

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
設
し
た
。
現
在
２
名

が
利
用
し
て
お
り
、
学
校

へ
も
立
ち
寄
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
支

援
員
と
も
良
好
な
関
係
が

築
か
れ
て
お
り
話
も
し
て

い
る
。
最
初
１
時
間
程
度

の
利
用
か
ら
徐
々
に
利
用

時
間
が
長
く
な
る
な
ど
効

果
が
表
れ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。

【
問
】　
学
習
面
な
ど
に
お

い
て
遅
れ
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】　
自
分
の
進
路

に
向
け
て
、
ド
リ
ル
や
授

業
の
プ
リ
ン
ト
を
勉
強
し

た
り
、
そ
の
子
の
能
力
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
る
の

で
遅
れ
は
な
い
も
の
と

思
っ
て
い
る
。

【
問
】
保
護
者
の
思
い

は
。

【
教
育
長
】　
支
援
員
が
保

護
者
と
連
携
し
な
が
ら
常

に
連
絡
を
密
に
し
て
話
し

合
っ
て
い
る
。
保
護
者
も

安
心
し
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。

教育支援センター教育支援センター
（旧軽米幼稚園）（旧軽米幼稚園）

不登校　心に寄り添って
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一般質問

中中
なかむらなかむら

村村　正正
まさしま さ し

志志

問問スポーツ担当職員不在で不安だが

関係団体の協力で業務を進めたい

生涯スポーツの振興

教育長教育長

【
問
】
20
歳
以
上
の
週
１

回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ

実
施
率
の
令
和
７
年
度
目
標

が
65
％
だ
が
、
現
状
は
。

【
教
育
長
】
令
和
５
年
度

で
34
．
4
％
。
体
力
・
運

動
能
力
が
標
準
以
上
の

児
童
生
徒
の
割
合
は
84
．

3
％
か
ら
74
．
4
％
と
下

が
っ
て
い
る
。

【
問
】
中
学
校
部
活
動

の
地
域
移
行
の
進

捗
状
況
は
。

【
教
育
長
】
軽
米
中
学
校

と
推
進
の
方
向
性
を
協
議

し
、
課
題
等
を
確
認
し
情

報
の
共
有
を
進
め
て
い

る
。

子育て支援の財源 公衆浴場

【
問
】
公
衆
浴
場
の
整

備
は
、
多
く
の
町

民
が
希
望
し
て
い
る
が
、

検
討
状
況
は
。

【
町
長
】
直
営
整
備
か
、

民
間
管
理
か
な
ど
、
県
内

の
情
報
収
集
に
努
め
て
い

る
が
、
事
業
化
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

【
問
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

担
当
職
員
が
退
職

し
補
充
さ
れ
て
い
な
い
。

町
総
体
が
廃
止
さ
れ
職
員

不
在
で
ま
す
ま
す
町
民
の

ス
ポ
ー
ツ
熱
が
下
が
る
こ

と
に
不
安
を
感
じ
る
。
歯

止
め
を
か
け
て
ほ
し
い

が
、
町
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

推
進
に
か
か
る
総
合
的
見

解
を
伺
う
。

【
教
育
長
】　
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
専
任
職
員
は
不
在
で
、

臨
時
的
な
対
応
を
と
っ
て

い
る
。
関
係
団
体
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
業
務

を
進
め
た
い
。
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
重
要
性
を
認
識

【
問
】
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
更
新
は
。

【
町
長
】
借
地
で
、
43
年

余
り
経
過
し
て
い
る
。
施

設
更
新
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム

か
、
新
た
な
複
合
施
設
か

な
ど
を
検
討
し
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
で
全

庁
的
に
検
討
す
る
。

無
償
化
施
策
で
財
源
不
足
で
は

浴
場
整
備
の
検
討
状
況
は

財
源
確
保
に
努
め
実
施

情
報
収
集
に
努
力

問問 問問町
長
町
長

体育協会主催で開催した「かるまい・
スポーツフェスタ　ビーチボール大会」

町
長
町
長

【
問
】　　
保
育
料
の
無
償

化
、
小
中
学
校
給

食
の
完
全
無
料
化
な
ど
、

町
の
子
育
て
支
援
策
は
先

進
的
で
あ
る
が
、
財
源
不

足
に
は
な
ら
な
い
か
。

【
町
長
】
子
育
て
環
境
日

本
一
を
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
実
現
の
た
め
、
各
種
支

援
策
を
実
施
し
て
い
る
。

無
償
化
は
、
町
に
と
っ
て

大
き
な
財
政
負
担
で
あ
る

が
、
他
事
業
等
へ
の
影
響

を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
、
財
源
確
保
に
努
め

て
い
る
。

し
な
が
ら
、
町

民
の
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
意
識
が
大

き
く
変
化
し
て

お
り
、
そ
の
変

化
に
対
応
し
た

生
涯
ス
ポ
ー
ツ

振
興
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と

考
え
る
。
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一般質問

茶茶
ちゃやち ゃ や

屋屋　隆隆
たかしたかし

問問地域おこし協力隊への評価

様々な活動で町に貢献している

地域おこし協力隊活動の実績と評価

町長町長

【
問
】　　
令
和
２
年
度
３

年
度
に
着
任
さ
れ

た
２
名
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
今
ま
で
の
活
動

内
容
・
実
績
を
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
、
今
後
の
採

用
期
間
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】　
こ
れ
ま
で
の
活

動
内
容
、
実
績
に
つ
い
て

は
、
ミ
ル
・
み
る
ハ
ウ
ス

を
活
動
拠
点
に
特
産
品
開

発
や
イ
ベ
ン
ト
企
画
等
に

参
画
し
た
ほ
か
、
か
る
ま

い
テ
レ
ビ
で
の
情
報
発

信
、
ま
た
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
首
都

圏
で
の
移
住
関
係
イ
ベ
ン

ト
等
へ
の
参
加
、
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
出
演
し
町

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
、
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
昨
年
度
は
そ
れ

ら
に
加
え
、
か
る
ま
い
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
宇
漢

米
館
」
の
開
館
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
企
画
や
運
営
を

手
掛
け
、
本
年
６
月
か
ら

は
、
宇
漢
米
館
内
に
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
す

る
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡

大
、
賑
わ
い
創
出
に
も
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
と
考

え
る
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
期
間
は
、
１
年
以
上

３
年
以
内
と
な
っ
て
い
る

が
、
着
任
当
時
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
活
動
を
制

限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
あ
り
、
国
で
は
任
期
中

に
十
分
な
活
動
が
で
き
な

い
隊
員
に
対
し
特
例
と
し

て
２
年
を
上
限
に
活
動
期

間
を
延
長
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
、
任
期
を
そ

れ
ぞ
れ
延
長
し
、
本
年
度

ま
で
活
動
し
て
い
る
。
採

用
す
る
場
合
は
、
本
人
の

意
向
を
踏
ま
え
、
今
後
の

こ
と
を
よ
く
話
し
合
い
な

が
ら
進
め
た
い
。

【
問
】　　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
方
が
１

人
で
も
多
く
定
住
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
が
そ
の

対
策
は
？

【
町
長
】　
２
名
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
活

動
期
間
は
、
今
年
度
末
で

終
了
と
な
る
が
、
本
町
に

引
き
続
き
定
住
し
て
も
ら

い
、
活
動
し
て
い
た
だ
き

た
い
気
持
ち
は
同
様
で
あ

る
。
隊
員
の
意
向
を
十
分

に
聞
き
な
が
ら
、
定
住
に

つ
な
が
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

活動期間後の支援

協
力
隊
の
定
住
対
策
は

本
人
の
意
思
を
聞
い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る

問問町
長
町
長

地域おこし協力隊との情報交換会
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一般質問

江江
え さ し かえ さ し か

刺家刺家　静静
しずこし ず こ

子子

問問小規模農業に農機具購入補助金を

地域農業振興を総合的に図りたい

営農継続支援

町長町長

【
問
】
水
田
や
農
地
を

維
持
し
て
い
く
こ

と
は
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
に
つ
な
が
る
。
小
規
模

で
も
高
齢
者
で
も
意
欲
的

に
取
り
組
む
農
業
者
の
た

め
の
農
機
具
購
入
補
助
金

制
度
の
創
設
を
求
め
る
。

【
町
長
】
農
業
経
営
の
目

標
に
向
か
っ
て
意
欲
的

に
取
り
組
む
認
定
農
業

１
１
０
経
営
体
に
各
種
支

援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

農
業
制
度
資
金
の
利
子
補

給
や
国
県
の
農
業
機
械
導

入
等
の
補
助
事
業
を
活
用

し
て
い
る
。

証明書の発行生理用品の設置

【
問
】
性
的
少
数
カ
ッ
プ

ル
を
公
的
に
認
め
る

制
度
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

【
町
長
】　
制
度
は
、
同
性

婚
が
法
的
に
認
め
ら
れ
て

い
な
い
日
本
で
、
自
治
体

が
独
自
に
結
婚
に
相
当
す

る
証
明
書
を
発
行
す
る
な

【
問
】
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
同
様
に
女
子
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
設
置
で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】
現
在
、
軽
米

高
校
や
岩
手
大
学
で
女
子

ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い
る

こ
と
は
評
価
し
て
い
る
。

　
小
中
学
校
で
は
、
保
健

ど
し
て
社
会
的
に
そ
の
関

係
を
尊
重
し
て
い
く
制
度

で
あ
り
、
県
内
市
町
村
で

も
導
入
し
て
い
る
。

　

趣
旨
に
は
賛
同
す
る

が
、
国
民
全
体
の
議
論
の

中
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

室
に
配
置
し
、
養
護
教
諭

が
必
要
に
応
じ
て
手
渡
し

て
い
る
。
こ
の
や
り
方
は

健
康
状
態
や
、
衛
生
、
健

康
管
理
、
指
導
に
有
効
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現

在
の
体
制
を
継
続
し
た

い
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
設
置
を

国
民
全
体
の
議
論
が
必
要

保
健
室
で
提
供
継
続

問問問問 町
長
町
長

農機具類

農業経営改善計画認定申請書

保
健
室
で
提
供
継
続

保
健
室
で
提
供
継
続

教
育
長

教
育
長

　
農
地
の
維
持
、
遊
休
農

地
の
発
生
防
止
・
解
消
を

図
る
た
め
に
は
、
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
や
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
交
付

金
に
取
組
む
組
織
の
共
同

活
動
な
ど
に
よ
り
、
農
地

は
地
域
全
体
で
守
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
と
も
認
定
農
業
者

や
地
域
計
画
の
担
い
手
等

を
中
心
に
、
国
と
県
の
補

助
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
小
規
模
農
業
を
含
め

た
、
総
合
的
な
支
援
は
今

後
も
継
続
し
て
検
討
し
て

行
き
た
い
。
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一般質問 　   　  　　　　    軽米町議会行政視察研修軽米町議会行政視察研修次は👈👈

≪１２月定例会≫採決結果を紹介
番号等 本会議の

採決結果

議案① 令和 6 年度軽米町一般会計補正予算（第 4 号）の専決処分に関する承認
〔1635 万 7 千円を増額し、総額 72 億 2934 万 3 千円〕

承　認承　認
（全員賛成）（全員賛成）

議案② 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
〔刑法等の一部改正する法律の施行に伴い、所要の改正をするもの〕

可　決可　決
（全員賛成）（全員賛成）

議案③ 出張所設置条例を廃止する条例
〔小軽米出張所及び晴山出張所を廃止するもの〕

議案④ 軽米町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定に関する議決
〔出張所廃止に伴い取扱業務の一部を郵便局に委託するもの〕

議案⑤ 情報通信施設放送設備更新工事（第 1 期）の変更請負契約の締結に関する議決
〔無停電電源装置の更新を追加するもの〕

議案⑥ 令和 6 年度軽米町一般会計補正予算 ( 第 5 号）
〔6500 万円を増額し、総額 72 億 9434 万 3 千円〕

議案⑦
令和６年度軽米町水道事業会計補正予算（第 1 号）

〔収益的収入 3 億 3294 万 7 千円、同支出 3 億 3066 万 9 千円
  資本的収入 6861 万円、同支出 2 億 8809 万 9 千円〕

議案⑧
軽米町議会の個人情報の保護に関する条例等の一部改正

〔行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用法に関する法律の改正に
伴い、所要の改正をするもの〕

議案⑨ 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
〔岩手県人事委員会の勧告に鑑み、所要の改正をするもの〕

議案⑩ 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正
〔岩手県人事委員会の勧告に鑑み、所要の改正をするもの〕

議案⑪ 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
〔岩手県人事委員会の勧告に鑑み、所要の改正をするもの〕

議案⑫ 会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部改正
〔岩手県人事委員会の勧告に鑑み、所要の改正をするもの〕

議案⑬ 令和６年度軽米町一般会計補正予算（第 6 号）
〔3159 万 1 千円を増額し、総額 73 億 2593 万 4 千円〕

議案⑭ 令和６年度軽米町国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）
〔117 万 3 千円を増額し、総額 10 億 6863 万円〕

議案⑮ 令和６年度軽米町介護保険特別会計補正予算（第 2 号）
〔13 万 7 千円を増額し、総額 1092 万 8 千円〕

議案⑯ 令和 6 年度軽米町水道事業会計補正予算（第 2 号）
〔資本的支出 2 億 8853 万 7 千円〕

議案⑰ 令和６年度軽米町下水道事業会計補正予算（第 1 号）
〔収益的支出 1 億 5336 万 8 千円〕

議案⑱ 軽米町中小企業資金融資基金条例の一部改正
〔基金の預託先金融機関が合併し商号変更されるため、所要の改正をするもの〕
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カシオペア連邦議会議員協議会 30周年カシオペア連邦議会議員協議会 30周年
記念講演会記念講演会

　■１１月２８日（木）
　■二戸市民文化会館　中ホール
　「今後の食糧情勢と日本農業の課題」
　鈴木　宜弘氏
　（ 東京大学大学院　農業生命科学研究科
　　特任教授 ）

議会改革調査特別委員会紫波町視察研修議会改革調査特別委員会紫波町視察研修
　■１０月２１日（月）
　■紫波町役場
　「議会改革について」
　紫波町議会　

町村議会広報担当者研修会町村議会広報担当者研修会
　■１１月６日（水）から１１月７日（木）
　■花巻市　ホテル紅葉館
　「議会広報の基本と編集」
　「議会広報クリニック」
　議会広報サポーター　芳野　政明氏

議会活動報告議会活動報告

　10 月 21 日、県内の議会改革先進地である
紫波町議会を視察研修しました。改革として
12 月定例議会から一般質問に 60 分の時間制
限と一問一答方式と一括質問方式を試験実施し
ました。今後も改革に向け前進していきます。

　議会広報の基本と編集、伝えているけど伝
わっていない町民に伝わる広報とは。また、広
報クリニックを受けることで課題が見つかり次
のステップへ進めると思いました。

　現在の国の農業の現状と農業政策の問題点を
詳しく聞くことが出来てとても参考になる講演
でした。
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長野県・伊那市

長野県・長野市

伊那市（いなし）
■人口 63,814 人　■面積 667.93㎢　■議員定数 21 人　　
■長野県南部に位置する。東に赤石山脈（南アルプス）、西に木曽山脈（中
央アルプス）がある。

伊那市HP▶
QRコード

スマート農業視察報告スマート農業視察報告

子育て支援視察報告子育て支援視察報告

伊那市市役所での説明伊那市市役所での説明

ながノビ！館内の説明ながノビ！館内の説明

長野市（ながのし）
■人口 361,626 人　■面積 834.81㎢　■議員定数 36 人　　
■長野県の県庁所在地で日本アルプスをはじめとする多数の山に囲まれて
おり、千曲川、犀川がある。

長野市HP▶
QRコード

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
広

大
な
農
地
で
効
果
を
発
揮

し
、
中
山
間
地
の
小
規
模

圃
場
で
は
効
果
が
薄
い
の

で
は
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
本
実
証
で

は
作
業
効
率
が
悪
く
、
危

険
な
作
業
が
多
い
中
山
間

地
で
も
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
に
よ
る
省
力
化
が
図
ら

れ
る
技
術
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

長
野
市
で
は
悪
天
候
で

も
遊
べ
る
屋
内
型
の
施
設

が
あ
り
、
０
歳
か
ら
楽
し

め
る
遊
具
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
し
た
。
対
象
年
齢
を
分

け
て
安
全
に
遊
べ
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
し
た
。

　

科
学
館
だ
っ
た
場
所
を

有
効
に
改
装
し
て
利
用
し

て
お
り
、
遊
休
施
設
を
利

活
用
す
る
参
考
と
な
り
ま

し
た
。

議員管外行政視察研修議員管外行政視察研修

■１０月１７日（木）
■伊那市役所

■１０月１７日（木）
■長野市　ながのこども館　ながノビ！ながのこども館　ながノビ！
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かるまいかるまい町にに住んでみてんでみて

紫波町出身　（蓮台野）紫波町出身　（蓮台野）
妻・長男・次男の４人家族妻・長男・次男の４人家族

　　町民インタビューVol.37
藤
ふじた

田 修
おさむ

さん

住
み
心
地
の
良
い
町

☜
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

令
和
3
年
4
月
に
人
事
異
動

で
軽
米
高
校
に
異
動
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
北
桜
高
校
に
異

動
に
な
り
ま
し
た
が
、
軽
米
町

の
住
み
心
地
が
良
く
、
今
も
軽

米
町
に
住
ん
で
お
り
４
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
が
充
実

☜
軽
米
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

他
市
町
村
よ
り
も
子
育
て
に

関
す
る
経
済
的
な
支
援
が
充
実

し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
移
住
し

て
き
た
方
へ
の
住
宅
支
援
が
充

実
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

☜
他
市
町
村
の
方
が
良
い
と
こ
ろ
は
？

結
婚
や
婚
活
に
関
す
る
サ

ポ
ー
ト
、
中
小
企
業
向
け
の
制

度
、
寡
婦
︵
寡
夫
︶
世
帯
へ
の

支
援
が
少
な
く
感
じ
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に
来
ら
れ
た

方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会
議
員

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

軽
米
町
議
会
だ
よ

り
は
こ
ち
ら
か
ら

観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
を

☜
今
後
の
軽
米
町
に
必
要
だ
と
思
う

こ
と
は
？

も
っ
と
道
路
に
街
灯
が
あ
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
。
暗
い
と

寂
し
い
町
に
見
え
ま
す
。

　

観
光
資
源
の
Ｐ
Ｒ
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
や

ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
の
で
魅
力
的

な
観
光
資
源
を
有
効
活
用
す
る

た
め
に
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
使
用

ル
ー
ル
の
緩
和
や
、
冬
キ
ャ
ン

プ
な
ど
通
年
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
自
然
資
源
を

使
用
し
た
も
の
を
作
っ
て
産
業

を
活
性
化
・
創
生
で
き
れ
ば
よ

り
住
み
や
す
い
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
。


